
津久井青根地区
青根小学校
青根小学校の学校林

場所

実施日時

スケジュール

佐藤 好延 氏（有限会社サトウ草木 代表取締役）

有限会社サトウ草木スタッフの皆さん

10月3日 (日 )平成２２年

講師

午前 8:00 橋本駅南口集合 / 午後 5:00 橋本駅南口解散

【主催】相模原市 / ㈱さがみはら産業創造センター /
　　　 一般社団法人相模原・町田大学地域コンソーシアム
【企画・運営】有限会社サトウ草木
【協力】青根小学校 / 青根地域の住民の皆さん / 財団法人相模原市産業振興財団 

に込める思い。

　相模原市緑区にある青根は相模原市の最西

端に位置する里山風景の残る自然豊かな場所

です。相模原市内外の水源地を護る私たちの

生活の基盤を支えるために無くてはならない

重要な場所です。

　「津久井森林体験教室（当初は津久井森林教

室）」は、平成１２年 (2000)に林業を営む㈲サ

トウ草木のスタッフの皆さんの手により始めら

れました。

　その根源には、衰退する林業、ひいては衰退

してしまった水源林の再生の必要性を里山の

現状を通して肌で感じて貰い山を整備すること

の意味や大切さを感じて貰いたい、という強い

思いがあります。

　その信念から始まった青根での森林体験は

過去にはバリアフリーの視点も取り入れた車い

すでの移動も可能な遊歩道、山の整備で発生

した間伐材を利用した椅子や階段の作りの環

境を整える活動が行われてきました。整備され

た区画は光が射し、子供たちの遊び場として心

地よい森林浴の場として、地元内外の人々の

憩いの場になっています。水源林という資源と

してだけではなく、人間が本来求めている自

然との関係が青根では築かれているのです。

　最後に、森林整備には継続的な活動が必要

不可欠です。そのため、後継者の育成が滞れ

ば、せっかく整備した水源林もまた元の荒廃

林に戻ってしまいます。また青根は県で唯一、

準限界集落と認定され、若い世代の後継者を

求める声が高まってきています。
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地域の活力を生み出す
「新学校林育成事業」

　学校林とは、学校が所有する森林を指します。

日本に広まったきっかけは米国の教育家ノース

ロップ博士が紹介した「Arbor Day( 植樹の日 )」、

実際に木を植えることにより青少年たちにより深

い自然環境に関する見識と興味を持って貰うこ

と、地域社会への貢献を通した愛郷の念を持つこ

と、社会へ出る前の奉仕活動の場を提供するとい

う目的があります。現在その環 ( わ ) は、大人た

ちの自然環境を改め、深める場にもなっています。

青根小学校の学校林は㈲サトウ草木のスタッフの

皆さん、地域ボランティアの方々に支えられ継続

的な森林の整備・維持が現在も行われています。

さがみはらの水資源を護る「水源林」

　水源林は「緑のダム」「天然の浄水場」とも言われ、私たちが毎日使う生活用水を安定的に確保するためには欠かせない存在です。

　水源林の豊かな土地には水源かん養 ( 雨水を蓄え、地下水として蓄える)、土壌による天然のろ過作用、草木の根が土壌侵食の軽減といった作用があります。

　森林には人の手が入れられていない「自然林」と、木材の生産などを目的として植林された「人工林」があります。日本は世界でも有数の森林資源保有国ですが、その約 4 割が人工林と言わ

れています。しかし日本では第一次産業が収縮の一途をたどるにつれて、林業に携わる人々も少なくなり、やがて荒廃の進む森林が多くなってしまうという事態に至ってしまいました。

　私たちの生活基盤を支える水源林には継続的な整備が必要不可欠です。短絡的な商業目的のために、かけがえのない森林資源が侵されることは森林が人間の生命をも守ってくれる神秘の力を

人間の手で封じてしまうことになってしまします。青根では㈲サトウ草木のスタッフの皆さん、そして地域ボランティアの人たちの手により整備が行われています。

青根の歴史を支える
「長昌寺(ちょうしょうじ )」

　正式名称「金谷山長昌寺」、臨済宗 ( 遠渓派 )

の流れを組んでいます。かつて青根には 3 つの

寺院がありました。長昌寺はその中で平丸という

地域にありましたが、明治初期に本殿が焼け落ち、

その後同村内で永らく無住だった上野田の泉福

寺に場所を移し号を長昌寺と改め今に至ります。

　昔から林業、農業中心に生活をしていた青根

では病気や怪我は死活問題だったのでしょう。祀

られている本尊は薬師如来、医王と称される医

薬の仏様です。左手に薬壺を持ち、昼夜問わず

全方位の病に苦しむ人々を癒し護ると伝えられて

います。

県内唯一の木造校舎
「青根小学校」

　青根小学校は明治 6 年 (1873) に創立されま

した。いまでは珍しい木造校舎は昭和 16 年

(1941) に起こった火災により焼失したものを地

元住民の全面的な協力により再建したものです。

趣ある佇まいは、テレビドラマの舞台としても利

用されました。

　学校経営のビジョンは「地域とともに生きる学

校」とし、「明るく元気な子、思いやりのある子、

粘り強い子」の育成に力を注がれています。

　学校が所有する学校林では「上下流域小学校

交流体験教室 ( 都市部と水源部の小学生同士の

交流授業 )」「シイタケ栽培」など、自然環境学

習を実地で学べるプログラムが行われ内外への

PRは青根の地域活性にも繋がっています。

　これらの活動は地域の人々との連携で行われて

おり、「人間関係力」を育む場にもなっています。
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今なお残る、戦争の痕
「監視哨(かんししょう)」跡

　正式名称は「厚木監視隊青根監視哨」。太平洋

戦争中に敵機の襲来を目視で確認するために設置

されました。徴兵前の若い学生たちが哨兵として

重い緊張のなか、夜間も通した厳しい 24 時間体

制の監視を強いられていました。

　現在、監視哨母屋は壊されぽっかりと空いた穴

のみ青根小学校裏山山頂で見ることができます。

戦争を繰り返してはならないという戒めとして、

後世へ語り継がれるべき青根の大事な遺産です。
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